
肥料価格高騰等に係る技術対策について

徳島県立農林水産総合技術支援センター高度技術支援課

１ 共通の技術対策

堆肥や緑肥等を上手に利用することで土づくりができるだけでなく、化学
肥料の使用量を減らしコストを削減することができます。
「主要農作物施肥基準」および「徳島県主要品目減肥マニュアル」を参考

に堆肥等を有効に活用してコスト低減を図りましょう。

「主要農作物施肥基準」および
「徳島県主要品目減肥マニュアル」

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/nogyo/7206353/

肥料コスト低減につながる技術対策を紹介いたします。

（１）土壌診断による効率的な施肥
基肥を施用する前に土壌分析を実施して土壌中の養分状態を把握し、診断

結果に基づいて肥料の施用量を決めることで過剰な施肥を抑制することが
できます。
土壌分析は県内７ヶ所の農業支援センターで実施しております。
お近くの農業支援センターへ相談のうえ、土壌分析を行いましょう。

（２）局所施肥技術の利用
局所施肥とは、作物の根が多く分布して肥料成分が吸収されやすい位置に

あらかじめ肥料を施用し、効率よく肥料を吸収させる技術であり、全面全層
施肥に比べて施肥量を節減できます。

（３）堆肥等有機質資材の利用
家畜ふん堆肥などの地域の有機質資材を積極的に利用する

ことで、施肥量を節減できます。
徳島県内の堆肥供給者は次の一覧を参考にしてください。

「県内たい肥供給者一覧」

https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/sangyo/nogyo/2012071900132

（４）緑肥作物（地力増進作物）の利用
レンゲ等の緑肥作物を栽培し、土壌中にすき込むことにより

窒素肥料の施用量を節減することができます。
農研機構発行の「緑肥利用マニュアル」を参考にしてくださ

い。
「緑肥利用マニュアル」

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/134374.html



２ 作物の対策技術

（１）堆肥等有機質資材の利用
家畜ふん堆肥のうち、窒素が持続的かつ安定的に発現する牛ふん堆肥を

基肥を施用する２週間から１ヶ月前に、１ｔ／10ａ施用すると、基肥、
穂肥での化成肥料をそれぞれ窒素成分１㎏／10ａ削減できます。

（２）局所施肥技術の利用
移植同時の側条施肥（局所施肥）により施肥量を１～２割削減できます。
また、田面水への肥料分の溶出が少なく、流亡損失が抑制されます。

（３） 生育状況に応じた穂肥の施用
葉色・草丈が基準を上回る場合には、程度に応じて穂肥が減肥できます。

３ 野菜の対策技術

【露地野菜】
（１）土壌診断による効率的な施肥
定期的に土壌診断を実施し、診断に基づいた適正量の施肥を行い、余分な

施肥を抑えましょう。

（２）堆肥等有機質資材や緑肥作物（地力増進作物）の利用
堆肥や緑肥等を積極的に利用し、化学肥料の使用量を減らしましょう。

（３）局所施肥技術の利用
畝立て作業時などに肥料を畝の中央部にまとめて施用する局所施肥を行う

ことにより、全面施肥より肥料成分の利用率が高くなり、施肥量を削減でき
ます。

農閑期の緑肥栽培 おがくず豚ふん堆肥の畝表面使用

【施設野菜】
（１）土壌診断による効率的な施肥
定期的に土壌診断を実施し、診断に基づいた適正量の施肥を行い、余分な

施肥を抑えましょう。

（２）単肥を活用した施肥
複合肥料の代わりに、土壌診断結果に基づき、単肥肥料を組み合わせ、

余分な成分は極力投入しない施肥としましょう。



４ 果樹の対策技術

（１）土壌診断による効率的な施肥
基肥を施用する前に土壌診断を実施し、診断結果に基づいて適正な肥料の

施用量を決めましょう。

（２）堆肥等有機質資材の利用
基肥に使う化学肥料に代えて有機質資材

（家畜ふん堆肥）に置き換える場合は、
年間窒素成分量の30～50％相当分とし、
施用は果実収穫後の秋冬期に行いましょう。
また、土の表層が固く締まっていると

雨等で肥料成分が流亡しやすいので、軽く
耕うんし流亡を抑えましょう。

堆肥の施用

５ 花きの対策技術

（１）土壌診断による効率的な施肥
作付け前に土壌診断を実施し、診断結果に基づいた適正量で施肥設計を

行いましょう。

（２）単肥の組み合わせによる施肥
養液土耕栽培では短期的な対応として、専用の複合肥料の代替に単肥肥料

を組み合わせて施用することで肥料の使用量が削減できます。

（３）緩効性被覆肥料の利用
生育ステージに合わせた肥効の緩効性

被覆肥料を利用することで使用量が削減
できます。
ただし、温度とかん水量によって溶出の

期間や量が変わるので、施用する時期に
合わせて適したタイプを選びましょう。

緩効性被覆肥料の利用



【土壌分析を実施する農業支援センター】

主な営農地域 農業支援センター 所在地及び連絡先

徳島市、小松島市、徳島農業支援センター 徳島市新蔵町一丁目67
石井町、神山町、 徳島合同庁舎内
勝浦町、上勝町、 TEL:088-626-8771
佐那河内村

鳴門市、松茂町、 鳴門藍住農業支援センター 板野郡藍住町東中富字朏傍示29
北島町、藍住町、 TEL:088-692-2515
板野町、上板町

阿南市、那賀町 阿南農業支援センター 阿南市富岡町あ王谷46
南部総合県民局阿南庁舎内
TEL:0884-24-4182

牟岐町、美波町、 美波農業支援センター 海部郡美波町奥河内字弁才天17-1
海陽町 南部総合県民局美波庁舎内

TEL:0884-74-7491

吉野川市、阿波市 吉野川農業支援センター 吉野川市川島町宮島736-1
吉野川合同庁舎内
TEL:0883-26-3971

美馬市、つるぎ町 美馬農業支援センター 美馬市脇町大字猪尻字建神社下南73
西部総合県民局美馬庁舎内
TEL:0883-53-2309

三好市、 三好農業支援センター 三好市池田町マチ2415
東みよし町 西部総合県民局三好庁舎内

TEL:0883-76-0691


